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１．薬学共用試験 OSCE の評価方法と大量集計の課題 
















































































































































































































図７.シート A・B の重ね合わせフォルダー 
A/B と分離されたシートを、評価時に簡単に重ね合わせる
ためのフォルダーの模式図 
図８.シート固定フォルターの模式図 
①フォルダーにシート A/B を挿入することで、重ね合わ
せることができる、②クリアアクリル製のフォルダーの
構造設計図 
① 
② 
－ 75 －
東京薬科大学OSCE運用システムの構築（１）〜OSCE評価票システムの構築〜
東京薬科大学研究紀要 第 24号
よって評価者は、各ステーションに対応した評価項目が記
されたシートＡが固定されたフォルダに、受験生が提出し
たシートＢを挿入することで、分離したシートＡ・Ｂを一
体化して容易に視認照合できる（図８−①）。図９は、実際
のデバイスを利用した状態の画像（イメージ化で実物をぼ
かしている）で、クリアデバイスを通してシートＡＢが一
体の評価票として機能し、実際に利用される時の状態を示
している。 
 
５．評価票の課題 
本学 OSCE では、独自の評価票システムを確立し、機械
的な読み取りと集計を実施しており、既に準備作業から集
計までがルーチン化されている。一方で、評価票の作成は
毎年個別に必要とされ、大きな作業負担にもなっている。また、評価票運用方法が集計都合や結果
の速報性で変遷し、当初決定した「万が一評価者が誤ったマーキングの場合は、学生の利益に」と
した方針と乖離する運用（マークの読取り処理と集計方法）変更もある。試験実施と評価結果の公
正な取り扱いとその方法との両立は、評価票の運用にとって重要な課題であり、OSCE 全体の運用
にも関わるので運用の変更には十分な検討とコンセンサスが今後も必要である。 
 
６．評価票運用の今後の展望 
本学独自に運用する評価票のレイアウトと運用（評価票
が学生から評価者に渡される方法）の工夫の結果として現
在の評価票の運用方法や手順がある。過去の検討案にも含
まれる「バーコード」や「ＱＲコード」（現在のＯＭＲ機器
の進歩で利用可能となっている）（図１０−①）を学生個別
に事前作成してシール化して配布する方法は、学生が試験
場内で評価票に貼付してアサインできる最も現実的な改良
と考えられる。OMR 読み取りにおけるシール貼付位置・方
向性の課題は、現在の器機で十分許容でき、特に「ＱＲコ
ード」では、方向性の問題を相当程度解消できる段階に来
ている。また図１０−②に示される全て事前印刷し、試験会
場内に受験生のブースに事前配置する案は、評価票準備コストを最も下げる。しかし誤った配置や
点検など、準備の運用リスクや負担増につながり、十分な検討とコンセンサスが必要である。 
 
Rf． 
1）http://www.phcat.or.jp/?page_id=356 
補遺：図表の公開 URL：http://www.ps.toyaku.ac.jp/~hamada/2020kiyo/ 
図９.フォルダとシート重ね合わせ実写 
①クリアアクリル製フォルダに、②シートＢを挿入
した状態、③シートＡの挿入した状態、この様に一体
化して利用されている状態ぼかし加工した実写 
① 
② ③ 
図１０.評価票記入結果のデータ化模式図 
①OSCE のグループ単位の時間管理表、②①に基づく
放送の発報設定表、③発報設定に対応した放送内 
① ② 
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